
時
評

「
百
人
一
首
」
の
魅
惑
小
林
賢
太

　

朝
ド
ラ
の
通
称
で
親
し
ま
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
、
何
か
と

話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
短
歌
と
の
関
係
で
言
う
と
、
前
作
「
舞
い
上
が

れ
！
」
で
は
主
人
公
の
連
れ
合
い
が
歌
人
と
い
う
設
定
で
、
短
歌
ブ
ー
ム
と

も
相
ま
っ
て
注
目
を
集
め
た
。
そ
ん
な
「
舞
い
上
が
れ
！
」
が
最
終
回
を
迎

え
た
こ
と
を
や
や
寂
し
く
思
い
つ
つ
、今
作
「
ら
ん
ま
ん
」
を
観
て
い
た
ら
、

再
び
歌
と
関
わ
り
の
深
い
内
容
が
放
送
さ
れ
た
。
第
十
二
週
で
の
こ
と
、
主

人
公
・
万
太
郎
が
結
婚
相
手
の
寿
恵
子
を
高
知
の
実
家
に
連
れ
帰
っ
た
際
、

祖
母
・
タ
キ
が
寿
恵
子
に
「
百
人
一
首
」
の
勝
負
を
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

突
然
の
「
百
人
一
首
」
に
「
？
」
と
思
っ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
「
百
人
一
首
」
は
女
子
教
育
と
関
係
が
深
い
。
江
戸
時
代
に
は
既
に
女

子
用
の
往
来
物
（
寺
子
屋
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
教
科
書
）
に
「
百
人
一
首
」

が
収
載
さ
れ
て
い
た
し
、
カ
ル
タ
と
し
て
も
普
及
し
て
い
た
。
江
戸
期
に
は

漢
詩
カ
ル
タ
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
武
士
の
男
子
用
で
、
そ
れ
を
考
え
る
と

百
人
一
首
カ
ル
タ
は
主
に
女
子
が
遊
ん
だ
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
タ
キ
が
嫁

の
教
養
を
「
百
人
一
首
」
で
試
そ
う
と
し
た
設
定
に
も
納
得
が
い
く
。

　

と
こ
ろ
で
、「
百
人
一
首
」
を
作
っ
た
の
は
誰
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
お

そ
ら
く
多
く
の
方
が
藤
原
定
家
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
明
記
し
た
辞
書
も

あ
る
。
し
か
し
今
、「
百
人
一
首
」
定
家
撰
説
は
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

や
や
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
書
き
方
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
厳
密
に
言
え

ば
、「
百
人
一
首
」
の
母
胎
と
な
っ
た
「
百
人
秀
歌
」
は
定
家
撰
で
あ
ろ
う
が
、

最
終
的
に
現
在
の
「
百
人
一
首
」
の
形
に
整
え
た
の
は
別
の
誰
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
を
鮮
や
か
に
論
証
し
た
の
は
和
歌
研
究
者
の
田
渕
句
美
子

氏
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
田
渕
氏
「『
百
人
一
首
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中

世
宇
都
宮
氏
』
戎
光
祥
出
版
）、「『
百
人
一
首
』
を
ゼ
ロ
時
間
へ
」（『
図
書
』

八
八
五
号
、
岩
波
書
店
）、『
百
人
一
首
の
現
在
』（
青
簡
舎
）
等
を
参
照
さ

れ
た
い
が
、
一
部
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
「
百
人
秀
歌
」
は
、
諸
資
料
か
ら
判
断
し
て
定
家
撰
の
可
能
性
が
極

め
て
高
い
。「
百
人
一
首
」
と
九
十
七
首
が
同
じ
だ
が
、
配
列
が
異
な
る
。

歌
の
違
い
の
一
例
と
し
て
は
、
末
尾
の
後
鳥
羽
院
・
順
徳
院
の
歌
が
な
い
。

さ
て
、
定
家
の
日
記
に
よ
る
と
、
彼
は
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
・
蓮
生
に

請
わ
れ
て
「
古
来
の
人
の
歌
各
一
首
」
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
百
人
一

首
」
で
は
？
と
思
い
た
く
な
る
が
、「
百
人
秀
歌
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
幕
府
に
戦
を
仕
掛
け
て
配
流
さ
れ
た
上
皇
の
歌
を
、
幕
府
の
有
力
者

に
贈
る
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
後
鳥
羽
院
・
順
徳
院
と

い
う
諡
号
は
没
後
の
呼
称
で
あ
り
、
定
家
が
活
躍
し
た
時
代
に
は
あ
り
得
な

い
。
さ
ら
に
「
百
人
一
首
」
と
い
う
作
品
が
文
献
に
登
場
し
始
め
る
の
は
、

定
家
死
後
か
な
り
時
を
経
た
南
北
朝
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
他

に
も
様
々
な
論
拠
か
ら
、
定
家
撰
説
は
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、「
百
人
一
首
」
の
価
値
が
減
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

定
家
と
い
う
伝
説
的
歌
人
と
結
び
つ
け
た
く
な
る
ほ
ど
、「
百
人
一
首
」
は

魅
惑
的
な
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
今
ま
で
当
然
だ
と
思
わ
れ

て
き
た
通
説
が
覆
さ
れ
る
と
い
う
刺
激
的
な
経
験
と
、
本
当
の
撰
者
は
誰
か

と
い
う
新
た
な
謎
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
た
。「
百
人
一
首
」
は
、
ま
る
で

文
学
の
醍
醐
味
が
詰
め
込
ま
れ
た
宝
石
箱
の
よ
う
で
あ
る
。
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